
表計算ソフト等による算出

①設計図面の設計情報データ化作業
内容は、現行の丁張り計算に必要な  

項目の入力とほぼ同等
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②設計情報データの格納
変換時の手作業の削減  
により、丁張りの準備計  

算が不要
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＋データコレクタ

③竣工検査資料作成

TSやGNSS等の情報化機器を  
用いる場合では不要な作業

将来的には対応したソフトウェア等が開発されることにより不要  
になる作業。本試行工事では、国総研が作業をサポートする。

TSやGNSS等の情報化機器を用いることで効率化が見込まれる  
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■10エポック以上の  
値を用いて出来形計  
測値の算出を行う。

既知点座標一覧表との比較

or
データコレクタによる設定

計測と設計値とのずれを確認可能

■精度確保のため、  
出来形計測の前後  
で既知点確認を行う。
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